
最
低
基
準
冊
子
を
思

い
切
っ
て
広
げ
よ
う

建
交
労
全
国
学
童
保
育
部

会
は
、
2
月
10
日
、
11
日
に

拡
大
幹
事
会
（
静
岡
県
伊
豆

長
岡
に
て
）
を
開
催
し
、
6

支
部
・
分
会
と
部
会
役
員
あ

わ
せ
て
、
17
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
中
央
本
部
か
ら
角
田

委
員
長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
会
で
の
大
き
な
討
論

課
題
ひ
と
つ
は
、
「
わ
た
し

た
ち
が
求
め
る
学
童
保
育
所

の
最
低
基
準
」
冊
子
、
「
児

童
福
祉
施
設
に
位
置
付
け
る

要
請
署
名
」
を
思
い
切
っ
て

広
げ
、
学
童
保
育
を
児
童
福

祉
法
7
条
に
位
置
付
け
る
世

論
を
い
か
に
大
き
く
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
市
内
の
指
導
員
会
に
参

加
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
買
っ

て
も
ら
う
。
発
達
段
階
の
と

こ
ろ
を
学
習
し
て
い
る
」

（
松
本
分
会
）
、
「
全
組
合

員
に
渡
し
、
行
政
に
も
渡
し

て
き
た
。
若
い
人
た
ち
が
多

い
の
で
ま
ず
読
み
込
ん
で
い

く
こ
と
を
し
て
い
く
」
（
愛

知
支
部
）
な
ど
、
各
地
の
取

り
組
み
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
長
か
ら
は
、
「
こ

の
冊
子
に
関
し
て
他
の
単
産

中
央
本
部
や
全
国
連
協
と
の

懇
談
が
す
で
に
予
定
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
地
域
で
の

世
論
づ
く
り
が
大
事
。
県
本

部
、
地
域
労
連
、
各
学
童
保

育
所
、
地
域
連
協
な
ど
網
の

目
の
よ
う
に
広
げ
よ
う
」
と

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

す
。

正
規
３
人
の
予
算
、

遠
い
目
標
で
は
な
い

春
闘
で
は
、
自
分
た
ち
の

要
求
に
確
信
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
軸
に
議

論
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
ど
の
地
域
で
も

指
導
員
不
足
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
公
的
予
算
の
拡
充

が
切
実
な
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

角
田
委
員
長
は
、
国
予
算

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示

し
な
が
ら
「
法
制
化
さ
れ
た

時
か
ら
国
の
補
助
金
は
２
６

倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
ど
も

の
定
員
を
30
人
、
そ
こ
に
正

規
3
人
、
非
正
規
1
人
で
予

算
を
組
ん
で
み
る
と
今
の
予

算
の
6
倍
で
可
能
。
遠
い
目

標
で
は
な
く
手
の
届
く
所
ま

で
来
て
い
る
。
国
を
本
気
に

さ
せ
て
、
現
場
で
も
自
信
を

も
っ
て
要
求
し
よ
う
」
と
激

励
さ
れ
ま
し
た
。

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯

建交労全国学童保育部会

ニュース学童保育
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3年ぶりの会場開催
第29回全国学童保育研究会

拡大幹事会に続き、全国学童保育研究会が3年ぶりに会場開催さ

れました（一部、ハイブリッド）。

講師に増山均先生（日本子どもを

守る会会長）をお招きし、「子ども

の権利保障から学童保育の保育観を

確かめる」というテーマで講演いた

だきました。

2日目には4つのテーマに分かれ

て分科会を開催しました。

「各地の実践が聞けて、実りあるも

のだった」「発言の機会がなく、時

間が足りなかった」などの声ととも

に、「顔を合わせて議論できて元気

がもらえた」という声が多く聞かれ

ました。来年は、長野県上田市での開催となります。

子どものあそぶ権利、つま

づいてもやり直せる権利があ

る、と強調されました。


